
　土地改良事業を円滑に推進していくためには、それを担い得る農業農村工学系
の若い技術者の育成、確保が緊急の課題となっている。このため、全国の農業
農村工学系の教育現場の学校を紹介することにより、関係者の関心を高め、若
い技術者の育成・確保につなげることとした。
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帯広農業高校　校章

　

今
回
の
訪
問
先
は
、
日
本
有
数
の
食
料
基
地
で
あ
る
北
海
道

の
十
勝
平
野
、
そ
の
中
心
の
帯
広
市
に
あ
る
北
海
道
帯
広
農
業

高
等
学
校
（
二
木
浩
志
校
長
〈
訪
問
当
時
：
令
和
二
年
十
二
月

七
日
〉）
で
す
。

　

本
校
は
、
大
正
九
年
に
「
十
勝
農
業
学
校
」
と
し
て
実
業
教

育
の
歴
史
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
は
「
川
西

農
業
高
等
学
校
」
と
し
て
、
新
た
な
十
勝
の
農
業
を
創
設
す
る

た
め
の
人
材
育
成
の
高
校
と
し
て
始
動
し
、
昭
和
三
十
二
年
に

は
、
現
在
の
「
北
海
道
帯
広
農
業
高
等
学
校
」
と
校
名
を
変
更

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
令
和
二
年
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

た
歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

　

本
校
は
農
業
教
育
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
多
く
の
部
活
動
が
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
二
年
八
月
に
は
野
球
部
が
甲
子
園
高
校

野
球
交
流
試
合
に
出
場
し
勝
利
を
収
め
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
者
は
、
本
校
農
業
土
木
工
学
科
を
卒
業
し
、
現

在
北
海
道
開
発
局
で
活
躍
し
て
い
る
職
員
四
名
で
す
。
農
業
土

木
工
学
科
の
先
生
に
高
校
の
概
要
や
教
育
方
針
な
ど
を
お
聞
き

す
る
と
と
も
に
、
同
学
科
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
、
訪
問

者
の
業
務
紹
介
の
時
間
も
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
　
農
業
土
木
工
学
科

　
　
高
山
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
―
学
校
と
し
て
目
指
す
生
徒
像
を
教
え
て
下
さ
い

　

本
校
は
「
礼
儀　

協
同　

勤
労
」
を
校
訓
と
し
て
お
り
、
教

育
の
目
的
は
「
食
・
農
・
環
境
」
の
専
門
的
実
践
実
学
教
育
を

創立100年、地域の農業と創立100年、地域の農業と
関連産業発展のために関連産業発展のために
多くの人材を生み出す帯広農業高校多くの人材を生み出す帯広農業高校

母校訪問記

展
開
し
、
広
い
教
養
・
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
た
、
心
豊
か
で
自
立
精
神
に
あ
ふ
れ
た
農
業
経
営
者
と

農
業
関
連
技
術
者
な
ら
び
に
農
業
理
解
者
を
育
成
す
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
校
訓
と
目
的
に
基
づ
き
、「
礼
儀
正
し
く
、
き
ま

り
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
人
間
性
と
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
人
材
」
を
目
指
す
生
徒

像
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①　

 

社
会
人
と
し
て
の
広
い
教
養
と
公
正
な
判
断
力
を
身

に
つ
け
た
生
徒

②　

 

農
業
の
社
会
的
役
割
を
理
解
し
、
生
産
・
加
工
・
販

売
の
喜
び
を
体
得
し
た
生
徒

③　

 

地
域
産
業
の
発
展
に
必
要
な
知
識
と
創
造
力
を
培
い
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
生
徒

④　

 

郷
土
と
自
然
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
と
思
い
や
り
あ

る
心
や
態
度
を
培
っ
た
生
徒

⑤　

 

健
康
な
心
身
を
持
ち
、
平
和
で
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
能
力
の
あ
る
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
、
本
校
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
と
共

に
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

―
―
学
校
の
特
色
や
P
R
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
下
さ
い

　

今
年
、
本
校
は
開
校
か
ら
一
〇
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
一
世
紀
の
間
、
送
り
出
し
た
卒
業
生
は
約

一
万
八
千
人
、「
農
業
王
国
」
十
勝
は
も
と
よ
り
道
内
農

林
業
の
担
い
手
の
輩
出
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
生
徒
数
は
五
八
三
人
、
農
業
土
木
工
学
、
農
業
科
学
、

食
品
科
学
、
酪
農
科
学
、
森
林
科
学
の
五
学
科
か
ら
成
り
、

広
大
な
敷
地
の
中
で
実
践
実
学
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

農
業
経
営
者
や
農
業
関
連
技
術
者
を
数
多
く
輩
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
が
全
員
参
加
す
る
全

国
組
織
で
あ
る
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
は
、
本
校
は
全
国

大
会
で
最
優
秀
賞
に
入
る
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
飛
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
野

球
部
は
過
去
二
度
の
甲
子
園
大
会
に
出
場
、
陸
上
部
や
柔

道
部
、
ス
ケ
ー
ト
部
は
全
国
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
気
漫
画
で
映
画
化
も
さ
れ
た
「
銀

の
匙
」
や
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」
の
舞

台
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
学

校
で
す
。

―
―
農
業
土
木
工
学
科
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
業
土
木
は
、
農
業
の
発
展
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
分

野
で
あ
り
、
農
業
生
産
性
向
上
の
た
め
の
事
業
や
農
村
地

域
の
発
展
、
環
境
保
全
な
ど
に
貢
献
で
き
る
学
問
で
す
。

帯広農業高校

高山　裕司　教諭
平成13年　帯広畜産大学卒業
平成15年　岩見沢農業高等学校
平成23年　帯広農業高等学校

ご対応いただいた先生
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十
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、
新
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す
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人
材
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高
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て
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動
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和
三
十
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年
に

は
、
現
在
の
「
北
海
道
帯
広
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業
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等
学
校
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校
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を
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更

し
て
い
ま
す
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て
令
和
二
年
に
創
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一
〇
〇
周
年
を
迎
え

た
歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
す
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本
校
は
農
業
教
育
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
多
く
の
部
活
動
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全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
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し

て
、
コ
ロ
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の
令
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二
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に
は
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記
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回
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。
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や
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に
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掲
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具
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社
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人
と
し
て
の
広
い
教
養
と
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を
身

に
つ
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た
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徒

②　

 

農
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の
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役
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し
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・
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・
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売
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喜
び
を
体
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た
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徒
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発
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な
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を
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、
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を
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っ
た
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の
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、
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。
現
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、
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農
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に
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で
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も
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や
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」
の
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の
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り
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で
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―
農
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し
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に
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い
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、
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上
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献
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本
校
の
農
業
土
木
工
学
科
の
歴
史
は
、
十
勝
農
学
校
時
代

の
昭
和
十
六
年
四
月
、
農
業
土
木
科
（
現
在
の
農
業
土
木

工
学
科
）
が
設
立
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
広
大
な
農

地
、
未
開
発
地
を
有
す
る
十
勝
で
土
地
改
良
事
業
を
推
進

す
べ
く
、
農
業
土
木
技
術
者
の
育
成
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
農
業
土
木
工
学
科
に
は
十
勝
管
内
は
も
と
よ
り

一
部
管
外
出
身
者
も
含
め
て
一
一
九
人
の
生
徒
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
学
科
の
目
標
は
、
農
業
の
た
め
の
土
地
及
び

労
働
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
、
農
業
工
学
的
な
業
務

に
従
事
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。
生
徒
は
、

農
学
と
工
学
の
両
分
野
を
学
ぶ
こ
と
で
、
農
業
土
木
と
土

木
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
や
水
路
、
排
水
改
良
の
た
め

の
暗
渠
や
明
渠
、
か
ん
が
い
の
た
め
の
ダ
ム
、
頭
首
工
や

用
水
路
等
の
計
画
設
計
、
農
村
計
画
、
環
境
整
備
事
業
な

ど
を
学
習
し
ま
す
。

　

主
な
授
業
科
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

• 

農
業
と
環
境
…
… 

実
際
に
作
物
を
育
て
、
農
業
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。

• 

測
量
…
…
…
…
…
測
量
実
習
か
ら
製
図
ま
で
行
い
ま
す
。

• 

農
業
土
木
施
工
… 

建
設
機
械
、
工
事
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

• 

農
業
土
木
設
計
… 

材
料
や
構
造
の
強
さ
、
水
と
土
の
力

学
的
性
質
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

• 

農
業
情
報
処
理
… 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定
や
情
報
処
理
検

定
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

―
―
農
業
土
木
工
学
科
の
卒
業
生
の
進
路
を
教
え
て
下
さ
い

　

昭
和
十
六
年
の
設
立
以
来
、
三
〇
〇
五
名
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
お
り
、
そ
の
進
路
は
、
国
家
公
務
員
（
北
海
道

開
発
局
）、
地
方
公
務
員
（
北
海
道
・
市
町
村
）、
土
地
改

良
区
、
土
木
関
係
会
社
、
農
協
・
民
間
会
社
・
進
学
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
生
徒
が
学
科
の
目
標
と

合
致
し
た
方
向
に
進
路
を
求
め
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

最
近
五
年
間
で
は
、
卒
業
生
は
主
に
公
務
員
、
民
間
企
業

の
農
業
土
木
・
土
木
技
術
者
と
し
て
就
職
し
て
い
ま
す
。

2
　
農
業
土
木
工
学
科
一
年
生
の
皆
さ
ん
へ
の

　
　
業
務
紹
介

　

訪
問
し
た
北
海
道
開
発
職
員
が
、
農
業
土
木
工
学
科
の

一
年
生
四
〇
名
に
対
し
、
北
海
道
開
発
局
の
役
割
、
農
業

部
門
の
仕
事
と
や
り
が
い
、
自
身
の
経
歴
や
現
在
従
事
し

て
い
る
仕
事
の
内
容
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
参
加
生

徒
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

〈
業
務
紹
介
〉

（
職
員
）北
海
道
は
日
本
の
食
料
供
給
を
担
っ
て
お
り
、
ま

た
、
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。
こ
う
し
た
北
海
道
の
資
源

や
特
性
を
活
か
し
て
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
力
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
国
は「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」と
い
う
言
葉
は
、
皆
さ
ん
に
は

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北
海
道
開

発
局
で
は
、こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
日
訪
問
し
た
四
人
の
職
員
は
、
農
地
の
大
区
画
化
を

担
当
す
る
者
、
用
水
路
の
整
備
を
担
当
す
る
者
、
こ
れ
ら

を
総
括
す
る
者
と
、
勤
務
場
所
や
役
職
に
よ
っ
て
業
務
内

容
は
様
々
で
す
が
、
農
業
部
門
の
仕
事
の
特
徴
の
一
つ
と

業務紹介の様子

民間就職

34％

公務員

47％

大学

11％

専門学校

8％

最近5年間（平成27年度～令和元年度卒業生）の進路状況

母校訪問記

し
て
、
受
益
者
な
ど
の
地
元
関
係
者
と
直
接
や
り
と
り
す

る
機
会
が
多
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
け
て
仕
事
の
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
開
発
局
に
入
局
す
る
と
、
転
勤
な
ど
で

い
ろ
い
ろ
な
土
地
に
赴
き
、
そ
の
土
地
の
文
化
や
食
に
ふ

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
多
く
の

新
し
い
経
験
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
北
海
道
開
発
局
で
は
、

年
次
休
暇
の
取
得
促
進
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
や
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
の
導
入
等
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
趣
味
や
家
族
の
た
め
に
使
う
時
間
も
充

分
あ
り
ま
す
。

〈
質
疑
応
答
〉

（
生
徒
）
北
海
道
開
発
局
で
働
い
て
い
る
女
性
は
何
割
程

度
で
す
か
。

（
職
員
）
北
海
道
開
発
局
で
は
、
女
性
技
官
の
採
用
が
増

え
て
お
り
、
近
年
の
採
用
実
績
で
は
三
割
程
度
が
女
性
で

す
。
北
海
道
開
発
局
の
農
業
部
門
単
独
と
し
て
も
同
様
で
、

例
え
ば
令
和
二
年
度
の
農
業
部
門
の
新
規
採
用
者
は
、
三

人
に
一
人
が
女
性
で
す
。

（
生
徒
）
休
暇
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

（
職
員
）
原
則
と
し
て
土
日
祝
日
は
休
み
で
、
そ
れ
以
外

に
も
有
給
休
暇
等
を
平
日
に
取
得
で
き
ま
す
。
忙
し
い
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
忙
し
く
仕
事
を
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
職
場
の
仲
間
と
調
整
す
れ
ば
、
定
期
的
、

計
画
的
に
休
暇
を
取
得
で
き
る
職
場
で
す
。
北
海
道
開
発

局
に
入
っ
て
か
ら
新
し
く
趣
味
を
持
つ
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

休
暇
の
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
本
日
訪
問
し

た
四
人
の
職
員
は
、
職
場
の
仲
間
と
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

地
域
の
人
た
ち
と
野
球
や
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
運
動

で
汗
を
流
し
た
り
、
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
た
り
し
て
休
暇
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
帯
広

農
業
高
校
の
伝
統
と
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
と
す
れ
違
う
生
徒
は
皆
立
ち
止
ま
っ
て
挨

拶
を
し
て
下
さ
り
、
業
務
説
明
会
で
の
態
度
も
真
剣
で
、

校
訓
の
一
つ
で
あ
る
「
礼
儀
」
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

　

北
海
道
開
発
局
で
は
、
約
六
〇
〇
名
の
農
業
土
木
職
員

の
う
ち
、
お
よ
そ
四
人
に
一
人
が
帯
広
農
業
高
校
の
出
身

者
で
す
。
令
和
二
年
度
も
、
本
校
か
ら
三
人
の
卒
業
生
が

北
海
道
開
発
局
の
農
業
土
木
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
新

た
な
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
校

の
卒
業
生
が
北
海
道
開
発
局
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
我
々
も
先
輩
と
し
て
頑
張

り
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
中
、
ご
対
応
い
た
だ
い
た
帯
広
農
業
高
校
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

帯広農業高校

武下　和幸
農業土木科を昭和56年
に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
令和2年4月より現職

目黒　綾
農業土木科を平成10年
に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
令和3年4月より現職

安保　綾真
農業土木工学科を平成
29年に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
令和2年4月より現職

立川　愛理
農業土木工学科を平成
31年に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
同年4月より現職

訪問した北海道開発局の職員

職員の説明を熱心に聞く生徒
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本
校
の
農
業
土
木
工
学
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の
歴
史
は
、
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勝
農
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月
、
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土
木
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の
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科
）
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設
立
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れ
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が
始
ま
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す
。
広
大
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農
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進

す
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く
、
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業
土
木
技
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者
の
育
成
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
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た
。

　

現
在
、
農
業
土
木
工
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科
に
は
十
勝
管
内
は
も
と
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り

一
部
管
外
出
身
者
も
含
め
て
一
一
九
人
の
生
徒
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
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科
の
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標
は
、
農
業
の
た
め
の
土
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及
び

労
働
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
、
農
業
工
学
的
な
業
務

に
従
事
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。
生
徒
は
、

農
学
と
工
学
の
両
分
野
を
学
ぶ
こ
と
で
、
農
業
土
木
と
土

木
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
や
水
路
、
排
水
改
良
の
た
め

の
暗
渠
や
明
渠
、
か
ん
が
い
の
た
め
の
ダ
ム
、
頭
首
工
や

用
水
路
等
の
計
画
設
計
、
農
村
計
画
、
環
境
整
備
事
業
な

ど
を
学
習
し
ま
す
。

　

主
な
授
業
科
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

• 

農
業
と
環
境
…
… 

実
際
に
作
物
を
育
て
、
農
業
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。

• 

測
量
…
…
…
…
…
測
量
実
習
か
ら
製
図
ま
で
行
い
ま
す
。

• 

農
業
土
木
施
工
… 

建
設
機
械
、
工
事
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

• 

農
業
土
木
設
計
… 

材
料
や
構
造
の
強
さ
、
水
と
土
の
力

学
的
性
質
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

• 

農
業
情
報
処
理
… 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定
や
情
報
処
理
検

定
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

―
―
農
業
土
木
工
学
科
の
卒
業
生
の
進
路
を
教
え
て
下
さ
い

　

昭
和
十
六
年
の
設
立
以
来
、
三
〇
〇
五
名
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
お
り
、
そ
の
進
路
は
、
国
家
公
務
員
（
北
海
道

開
発
局
）、
地
方
公
務
員
（
北
海
道
・
市
町
村
）、
土
地
改

良
区
、
土
木
関
係
会
社
、
農
協
・
民
間
会
社
・
進
学
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
生
徒
が
学
科
の
目
標
と

合
致
し
た
方
向
に
進
路
を
求
め
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

最
近
五
年
間
で
は
、
卒
業
生
は
主
に
公
務
員
、
民
間
企
業

の
農
業
土
木
・
土
木
技
術
者
と
し
て
就
職
し
て
い
ま
す
。
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の

一
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生
四
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名
に
対
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、
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海
道
開
発
局
の
役
割
、
農
業

部
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の
仕
事
と
や
り
が
い
、
自
身
の
経
歴
や
現
在
従
事
し

て
い
る
仕
事
の
内
容
等
に
つ
い
て
紹
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し
た
後
、
参
加
生

徒
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

〈
業
務
紹
介
〉

（
職
員
）北
海
道
は
日
本
の
食
料
供
給
を
担
っ
て
お
り
、
ま

た
、
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。
こ
う
し
た
北
海
道
の
資
源

や
特
性
を
活
か
し
て
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
力
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
国
は「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」と
い
う
言
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は
、
皆
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に
は

あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
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が
、
北
海
道
開

発
局
で
は
、こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
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本
日
訪
問
し
た
四
人
の
職
員
は
、
農
地
の
大
区
画
化
を

担
当
す
る
者
、
用
水
路
の
整
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を
担
当
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る
者
、
こ
れ
ら

を
総
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る
者
と
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所
や
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に
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は
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が
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と
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て
、
受
益
者
な
ど
の
地
元
関
係
者
と
直
接
や
り
と
り
す

る
機
会
が
多
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
け
て
仕
事
の
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
開
発
局
に
入
局
す
る
と
、
転
勤
な
ど
で

い
ろ
い
ろ
な
土
地
に
赴
き
、
そ
の
土
地
の
文
化
や
食
に
ふ

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
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ー
ト
で
も
多
く
の

新
し
い
経
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が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
北
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道
開
発
局
で
は
、

年
次
休
暇
の
取
得
促
進
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
や
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
の
導
入
等
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
趣
味
や
家
族
の
た
め
に
使
う
時
間
も
充

分
あ
り
ま
す
。

〈
質
疑
応
答
〉

（
生
徒
）
北
海
道
開
発
局
で
働
い
て
い
る
女
性
は
何
割
程

度
で
す
か
。

（
職
員
）
北
海
道
開
発
局
で
は
、
女
性
技
官
の
採
用
が
増

え
て
お
り
、
近
年
の
採
用
実
績
で
は
三
割
程
度
が
女
性
で

す
。
北
海
道
開
発
局
の
農
業
部
門
単
独
と
し
て
も
同
様
で
、

例
え
ば
令
和
二
年
度
の
農
業
部
門
の
新
規
採
用
者
は
、
三

人
に
一
人
が
女
性
で
す
。

（
生
徒
）
休
暇
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

（
職
員
）
原
則
と
し
て
土
日
祝
日
は
休
み
で
、
そ
れ
以
外

に
も
有
給
休
暇
等
を
平
日
に
取
得
で
き
ま
す
。
忙
し
い
時

期
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
忙
し
く
仕
事
を
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
職
場
の
仲
間
と
調
整
す
れ
ば
、
定
期
的
、

計
画
的
に
休
暇
を
取
得
で
き
る
職
場
で
す
。
北
海
道
開
発

局
に
入
っ
て
か
ら
新
し
く
趣
味
を
持
つ
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

休
暇
の
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
本
日
訪
問
し

た
四
人
の
職
員
は
、
職
場
の
仲
間
と
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、

地
域
の
人
た
ち
と
野
球
や
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
運
動

で
汗
を
流
し
た
り
、
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
た
り
し
て
休
暇
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
帯
広

農
業
高
校
の
伝
統
と
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
と
す
れ
違
う
生
徒
は
皆
立
ち
止
ま
っ
て
挨

拶
を
し
て
下
さ
り
、
業
務
説
明
会
で
の
態
度
も
真
剣
で
、

校
訓
の
一
つ
で
あ
る
「
礼
儀
」
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

　

北
海
道
開
発
局
で
は
、
約
六
〇
〇
名
の
農
業
土
木
職
員

の
う
ち
、
お
よ
そ
四
人
に
一
人
が
帯
広
農
業
高
校
の
出
身

者
で
す
。
令
和
二
年
度
も
、
本
校
か
ら
三
人
の
卒
業
生
が

北
海
道
開
発
局
の
農
業
土
木
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
新

た
な
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
校

の
卒
業
生
が
北
海
道
開
発
局
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
我
々
も
先
輩
と
し
て
頑
張

り
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
中
、
ご
対
応
い
た
だ
い
た
帯
広
農
業
高
校
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

帯広農業高校

武下　和幸
農業土木科を昭和56年
に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
令和2年4月より現職

目黒　綾
農業土木科を平成10年
に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
令和3年4月より現職

安保　綾真
農業土木工学科を平成
29年に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
令和2年4月より現職

立川　愛理
農業土木工学科を平成
31年に卒業
同年4月に北海道開発局
に入局
同年4月より現職

訪問した北海道開発局の職員

職員の説明を熱心に聞く生徒
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